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世界中の誰もが学べ、安心して働ける社会へ 
～多様性と国際共生社会実現に向けて～ 
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意義「ダイバーシティからインクルージョンへ」 

「色々な人が居ても良い、色々な人が居た方が良い」。社会情勢が激しく変化する現代において、

日本企業が変化に対応し生き残っていくには人材への多様性のある包括的な動きが重要であり、人

材一人一人を尊重するための職場づくりにより自己肯定感の向上を図ることで、全ての人が対等に

関係性を構築できる環境を作ることに意義があると考えています。 

 

経営理念「社会貢献のビジネス化」 

社会的自立困難な若者の学習や就労を促進することで、当事者が社会と自律的に向き合い社会参

加する為の支援を社会的使命としています。 

しかし人材を必要とする日本企業４２１万社のうち９７％が中小企業であり、収益的に職場環境

やメンタルヘルス対策に人員や資金の余力がなく消極的な企業も多いことで、就業に至っても職場

のストレスが原因で長期休暇や退職や場合によっては過労死や自殺する労働者も存在します。時と

して企業そのものの労務課題を改善する必要性がとても重要であると認識しています。 

従って私たちの職務は地域が抱える社会的課題を障害者や外国人、大学生や社会人に関係なくと

もに学び合い取り組む仕組みを構築支援し、企業がディーセントワーク（働きがいのある人間らし

い仕事）を実践することでより持続可能な企業の経営基盤に順応できる人材、社会的責任において

社会貢献のできるグローバルな人材教育による育成に結び付けていくことに社会的使命があると考

えています。 

 

経営ビジョン「世界中の誰もが学べ、安心して働ける社会へ」 

Ⅰ．関西圏の経済・教育・文化・環境・地域発展のための試金石を構築したい。 

Ⅱ．産学官民一体となって人材教育に取組む仕組みの提案、優秀な人材の確保は企業の地域貢献意

識を上げることが優先課題です。そして産学官民ネットワークで大学生等のコミュニティを形

成し若者の地域貢献参画を積極的に促進します。 

Ⅲ．就業のモチベーションを高めるディーセントワーク環境づくりと早期メンタルヘルス対策を考

え労務課題改善の切掛けづくりが出来る人材を育成するワークショップを提案。 

Ⅳ．社会的に必要とされる当事業の理由、多様性と国際共生社会の形成。 

「誰一人置き去りにしない」社会の実現（国連：持続可能な開発 17 か条より） 

Ⅴ．グローバルな人材育成と国際理解の元に NGO 国際青少年こころネットワークによる人権教育 

「持続可能な開発のための教育」(ESD)、APSnet（ユネスコスクール） 

Ⅵ．実際にどれだけのニーズがあるかの根拠、2015 年 12 月に労働安全衛生法改正で義務化された

ストレスチェック。企業の労務環境を「見える化」するお手伝いを提案します。 

Ⅶ．３年後には国際障害者総合支援センターを開設し、５年後には関西圏一番の CSV 実践法人を目

指していきたい。更に 7 年後には次世代人材を教育するビジネス大学法人を設立したい。 
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事業概要 

 

Ⅰ
①LGBT 啓発セミナーのご提案、教育委員会・学校（教職員向け） 

 ②企業向け「職場のこころの健康サポーター養成講座」セミナー（メンタルヘルス） 

 ③大学生向け「社会人キャリアアップセミナー」 

 ④月刊情報誌 「decent-work (ディーセントワーク)」の発行 

Ⅱ
①職場でのメンタルダウンが重い方々へのうつ症状改善居場所を提供する 

 ②障がい・不登校・異文化を乗り越え就業したが就労継続が困難な方々の支援 

 ③生活困窮者の自立就労支援事業（中間就労支援） 

 ④幾種のアートセラピーを活用してメンタルケアを行います 

Ⅲ
通信制高校の技能連携校として位置づける不登校者の居場所運営、NGO 国際青少年こころネッ

トワークで、ユネスコスクールの持続可能な開発のための教育（ESD）に基づいた ASPnet の実

践 

 ①グローバル教育 

 ②キャリア教育 

 ③人権教育 

Ⅳ NGO

 国際教育・文化交流事業。ユネスコスクールの交流事業や学習ワークショップを開催し、様々な

事例を通じて国際的視野を広げることが重要である。 

 また人権教育を中心に世界共通の人の命の尊厳を共有する。
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「職場のこころの健康サポーター養成講座」15 時間コース 

 10：00 11：00 13：00 14：00 15：00 

１
日
目 

これからの労務

課題の解決へ、

社会的課題はダ

イバーシティか

らインクルージ

ョンへ 

障害者理解Ⅰ 

何故？職場で成

人の発達障害が

増加している 

障害者理解Ⅱ 

障がい者雇用促

進法に於ける障

害者への理解と

支援  

対人関係改善ワ

ークショップⅠ 

対人関係改善ワ

ークショップⅡ 

２
日
目 

ＬＧＢＴ（性的

マイノリティ）

と世界の変化、

そして経済への

影響  

ストレスコント

ロールと、うつ

症状改善、心（抑

うつ気分、思考

力の低下、意欲

の低下）と体 

燃え尽き症候群

慢性的で絶え間

ないストレス持

続による意欲低

下で社会的機能

不全を改善 

モチベーション 

ワークショップ

Ⅰ 

モチベーション 

ワークショップ

Ⅱ 

３
日
目 

世界から見た自

殺の実態と国・

社会の対策は？

職場の対策は？ 

過労自死と責任

重圧自死 

希死念慮と寄り

添いサポートの

必要性、喪失感

での適応障害。

当事者のサイン

を感じる 

ポジティブ・シ

ンキング・ワー

クショップⅠ 

ポジティブ・シ

ンキング・ワー

クショップⅡ 

グループ発表 

振り返り 

「職場のこころの健康サポーター養成講座」8 時間コース 

 10：00 11：00 13：00 14：00 

１
日
目 

これからの労務課題

の解決へ、社会的課

題はダイバーシティ

からインクルージョ

ンへ 

ストレスコントロー

ルと、うつ症状改

善、燃え尽き症候群

慢性的で社会的機能

不全を改善 

対人関係改善ワーク

ショップⅠ 

対人関係改善ワーク

ショップⅡ 

２
日
目 

世界から見た自殺の

実態と国・社会の対

策は？職場の対策

は？過労自死と責任

重圧自死 

希死念慮と寄り添い

サポートの必要性、

喪失感での適応障

害。当事者のサイン

を感じる 

モチベーション 

ワークショップⅠ 

モチベーション 

ワークショップⅡ 

「職場のこころの健康サポーター養成講座」5 時間コース 

 10：00 11：00 13：00 14：00 15：00 

１
日 

ストレスとうつ

症状改善、抑う

つ気分、思考力

の低下、意欲の

低下 

燃え尽き症候群

慢性的でストレ

ス持続による意

欲低下で社会的

機能不全を改善 

過労自死と責任

重圧自死、希死

念慮と寄り添い

サポート、喪失

感での適応障害 

対人関係改善ワ

ークショップ 

モチベーション 

ワークショップ 
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「不登校支援フリースクール」 

☆大阪在校通信制高校にフリースクールを案内募集し、ＩＣＴ教育の持続的国際交流と下記プログラム

でサポート校運営 

Ⅰ．Morning：技能連携校の文科省科目等 

午前中はビジネス語学に特化したプログラムを取り入れ、会話だけでなく国の文化や国際情勢につい

ても学ぶことを考えています。 

ビジネス語学：日本語、英語、仏語、スペイン語、独語、アラビア語、ポルトガル語、ロシア語、中国

語、韓国語、アジア圏語（ヒンディー語、ベンガル語、ジャワ語、ベトナム語等） 

Ⅱ．first-afternoon：専門科目 

以下は、個人の希望や能力に応じた選択科目となります。実際にはキャリアガイダンスやキャリアカウ

ンセリングを行い、当校と学生で目標や達成度を共有することが大事です。 

この教育は国際的な男女共同参画、貧困格差、歴史文化の伝承、高齢化社会と経済振興活性を共存させ

るコンパクトシティの創造、宇宙研究等、国際規模であり人類存続を青少年自らが見つめていく ESDな

のです。 

①グローバル経済、金融、為替・株式取引、貿易、会計、マーケティング 

②地球環境、森林保全、気候変動、生物多様性、海洋資源 

③建築士、CADプログラマー、都市計画、空間デザイン 

④IT、システムエンジニア、プログラマー、データサイエンティスト 

⑤アニメーション、デザイン、CG、ゲームプログラマー 

⑥サイエンス、人工知能、ビッグデータ、エネルギー工学、ライフサイエンス 

Ⅲ．second-afternoon：ワークショップ（ファシリテーション） 

午後の時間の後半をグループによるファシリテーション技法をワークショップに取り入れ毎日国際的

なテーマについて対話による学生其々の意識や考え方の向上を目的としています。この教育は他のユネ

スコスクールとセッションワークする事も推奨します。 

①人権課題（障害者、貧困飢餓、男女共同参画、ジェンダー、LGBT、児童就労、難民） 

②労働課題（メンタルヘルス、雇用創出、社会保障、法律、ライフワークバランス） 

③環境課題（地球温暖化、エネルギー、観光、歴史・考古、エコロジー、自然保護） 

④社会課題（ソーシャルビジネス、コミュニティビジネス、政策科学、政治学、統計） 

⑤教育課題（心理学、メディアリテラシー、インクル－シブ、オルタナティブ、社会教育） 

 

＜イベント行事＞ 

Ⅰ．学習発表交流会、フォーラム 

Ⅱ．ワークショップ研究会 

Ⅲ．キャンプ交流会 

Ⅳ．地域交流会 
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補足データ等（厚生労働省より） 
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沿革 

1984 年 ヤマハ音楽教室、教室運営事業 

2003 年 ＩＤＡデザイン事務所創業（ＳＯＨＯ）。ＷＥＢ・音楽制作事業 

2010 年 大阪狭山市で生涯学習活動、人権啓発活動を始める。 

2011 年 厚生労働省『自殺・うつ病対策プロジェクト』報告書及び内閣府の自殺関係統計より、

大阪狭山市で人権セミナーを企画（３年間で 20 回開催） 

① 心のケア、についいて。心のケアとは？身近な人のためにできるケアとは？ 

② 傾聴とは？ひきこもりや不登校、自殺願望がある人の心をどう受け止めるか？ 

③ アルコール依存症・共依存症とピアカウンセリング 

④ ＰＴＳＤ（心的外傷ストレス症候群）とトラウマ 

⑤ うつ病について、うつ病治療と入院検査 

⑥ 統合失調症（精神分裂症）について 

⑦ 精神疾患とｉＰＳ細胞の可能性 

⑧ 行政福祉の現場と地域の身近な居場所 

⑨ 精神科専門病院の取り組みと今後の可能性 

⑩ 白浜町、自殺防止ネットワークの取り組み 

⑪ ＮＨＫハートネットより、メディアからみた地域の現場 

⑫ 震災時及び震災復興における心のケア etc. 

2012 年 社会教育主事（大阪府教育委員会・和歌山大学） 

ＮＰＯ法人精神障害と社会を考える啓発の会へボランティア参加（理事） 

2013 年 5 月ココロ未来学院開設（任意団体）大阪市ボランティア・市民活動センターへ団体登録社

会的自立困難な若者支援事業、セミナー『生きづらさを抱え込まないで』というテーマ

で『うつ病と心のケア』『児童虐待と保護者、心のケア』『若者の引きこもりを考る』『入

門、職場の性マイノリティ』を実施（住之江区、住吉区、なんば） 

他の活動では、まちづくりを活動のテーマにし地域ボランティア事業『住之江区ラウン

ドテーブル』（NPO 法人すみのえ育）、『ちん電バル』阪堺電車界隈地域活性企画参加（住

之江区、住吉区）へ参加。 

2014 年 1 月青少年健全助成金事業（公益社団法人国土緑化推進機構）、若者による森林保全と木材

産業の活性目的取り組み事業『ユース大使、木育インストラクター養成講座』を主催 

住之江区、河内長野市、和歌山県高野町森林組合、大阪府森林組合、協力 

2014 年 4 月堺市男女共同参画推進課「交流の広場」団体登録 

 社会的自立困難な若者支援事業、セミナー『生きづらさを抱え込まないで』（計 6 回）

企画（助成金事業：社会福祉法人大阪市社会福祉協議会） 

2014 年 7 月一般社団法人ココロ未来学院（任意団体の法人化） 

大阪市地域公共人材養成プログラム講座参加（計 20 回）  

 2015 年 1 月堺市第 19 回男女共同参画週間（堺市男女共同参画推進課共催） 

    講演：『もし身近な方から性的マイノリティをカミングアウトされたら？』 

大阪狭山市人権協会主催講演：『ＬＧＢＴ啓発講演』 

2015 年 5 月堺市男女共同参画推進会議（実行委員会）～2017 年 1 月 

2015 年「ＬＧＢＴ啓発講演」開催、9 月東大阪市、11 月柏原市内中学校 

2016 年 1 月「第 20 回さかい男女共同参画週間」  

    ①上野千鶴子氏講演「国際女性年から 40 年、日本の女は幸せになったのか？」 

②尾辻かな子氏講演「多様な性と共に生きる～あなたらしさが大切にされる社会へ～」 

2 月企業向け「ストレスチェック活用セミナー」開催 
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プロフィール 

SDGs ESD
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http://www.kokoro-mirai-gakuin.or.jp 

http://www.kokoro-sukui.com 

 

 


